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太陽系探査を目指した小型イオントラップフーリエ変換型質量分析器の開

発

 

Development of a miniature ion-trap Fourier-transform mass

spectrometer for future space missions
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　近年の太陽系天体探査では，探査機搭載用に開発された質量分析器が重要な役割を果たしている．例えば

Rosettaミッションでは，セクター磁場を用いた高分解能な質量分析器（DFMS，質量分解能m/Δm ~

10,000）が採用されており，その観測結果は木星族彗星の化学組成・同位体組成についての理解を大きく推し

進めた（e.g. Altwegg et al. 2015）．このように同位体的知見から太陽系天体の進化にアプローチできる高分

解能質量分析器の重要性は広く知られるところであるが，過去に探査機搭載実績のある高分解能質量分析器は

大型（一辺が1m程度）であり，リソースの問題から搭載機会が制限されている．そこで本研究では，将来

ミッションにおける質量分析の機会を増やすことを目的とし，高質量分解能（m/Δm > 10,000）を手のひら

サイズで実現することを考えた．手法としては，近年室内実験で用いられるようになってきたイオントラップ

フーリエ変換型質量分析の原理（OrbitrapTM）を採用し，そのイオン光学系を再設計した後に，原理実証試験

に取り組むというものである．私たちはすでに数値計算による設計を終えて，実験室ベースで装置の原理実証

試験に取り組んでいる．特に現在，装置の感度および消費電力に直結する部分であるイオン共振型ストレージ

デバイスについて改良を重ねている．今回の発表では，これらのテストモデル試験の内容について詳しく説明

する．
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